





Development of Japan Women's University (JWU) : 


































































































































































































































































































































































































かくして翌 1905 年 4 月に校舎建設が起工され、












専攻に分け、第 1 部を数学・物理化学専攻、第 2 部






































高等女学校では 1907 年 4 月から、教室を学科別


















1904 年 12 月 15 日、教育学部開設発表式の
日、日本女子大学校は財団法人となった（25）。
そしてそれに先立つ 1904 年 2 月 27 日には、

















































































































































































































































































































































































































































三学年で週当たり 2 時間が減じられて週 5 時間の
「英語」とほぼ同等になり、逆に従来「国史」が週
2 時間のみだった歴史は、日本・東洋・西洋にわた
り第一学年で週 8 時間、第二学年で週 4 時間となっ
た。さらに「人文史」は、これも日本・東洋・西洋
にわたり第二学年で週 6 時間、第三学年で週 10 時
間が当てられた。
このように「歴史」と「人文史」を合せると、各































































他方文学部は、より悲惨で、1912 年 4 月に募集
停止となり、1917 年 4 月国文学部が復活した（36）。
この時代を、『四拾年史』は「女子高等教育最寒
時代」と記す（37）。日露戦争後、自由主義、個人主
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− 1916 年〕』（成瀬記念館、2007 年）18 頁。
ちなみに、この規則では「家政部」の語が使
用されている。なお設立願書提出に先立って
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然と教育」（『家庭週報』第 31,32 号（1905 年












（26）ちなみに同じ年 3 月 18 日に女子英学塾、3 月
26 日に青山女学院英文専門科も官報に告示さ
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